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スタンド 1 2 3 4 5 6 7
ａ 98.0 86.0 91.5 97.0 80.5 97.0 122.0
ｂ 102.0 91.5 101.0 99.0 105.0 98.5 101.5
ｃ 1.6 1.6 1.7 1.6 1.6 1.7 1.6
ｄ 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5 2.5
ｅ 21.0 21.0 23.5 23.5 24.0 24.5 24.0
ｆ 2.0 2.0 2.5 2.0 3.3 1.5 1.5
ｇ 3.0 2.5 3.5 3.5 2.8 2.0 2.5
ｈ 4.0 4.0 4.3 2.0 5.5 5.5 5.0
φ 5.0 4.0 7.5 5.0 7.5 5.0 5.0
ｒ 15.0 14.5 13.0 13.0 13.0 14.0 14.0
重量［kg］ 6.1 4.5 4.6 3.1 4.2 3.3 5.0
表2 点滴スタンドの構造的特徴
スタンド 1 2 3 4 5 6 7
足の数 4 4 5 5 5 5 5
連結部構造 抜ける 抜ける 抜けない 抜ける 抜けない 抜ける 抜ける
吊下部 自由 自由 固定 自由 固定 自由 自由
取っ手 無し 無し 有り 無し 有り 無し 無し
図9 測定方法
表3 被験者の身長と点滴スタンドの条件
［cm］ 身長 スタンド高さ 点滴溜まりの顎高さ
被験者Ａ 178.0 190.0 153
被験者Ｂ 156.5 178.0 141
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点滴スタンドのユーザビリティ評価
図13 被験者A，スタンド５における負荷条件による騒音の
違い
（キャプションのcond.は負荷条件を意味する)
行う．
⑶ 点滴スタンドの動特性を定式化し，ダイナミクスの
振動解析を行うことにより，点滴スタンドに生じる騒音
の周波数成分を推定する．ダイナミクスモデルに現れな
い周波数成分を雑音として扱う．
⑴の方法は，本研究で利用した実験環境が，周辺を走
る自動車や電車の音など種々の雑音が入りやすく，雑音
を完全に除去することは非常に困難である．すなわち，
外部からの雑音を特定する方法を検討する必要がある．
⑵の方法は，上述の音響実験施設内にどのように実験
環境を構築するかを検討する必要がある．特に，音響実
験施設の壁面は，むき出しのコンクリートスラブやウー
ルマット，宙づりの床面などで構成されており，一般的
な病院とは大きく異なる．これらを考慮して実験環境を
整える必要がある．
⑶の方法は，騒音が点滴スタンドの動特性に依存する
ため，妥当な方法であると考えられる．しかし，今回の
実験により，点滴スタンドの高さや移動速度，把持位置
が騒音に影響を与えることがわかった．これは，被験者
の使用方法が騒音に影響を与えることを示しており，点
滴スタンドそのものの動特性解析だけでなく，それを使
用する被験者の動作分析をも含めて検討していく必要が
ある．すなわち，点滴スタンドの動特性モデルの中に，
使用者に依存するパラメータが存在していることを示し
ており，それらをどのように同定するかという課題があ
る．
今後はこれらの問題を検証するために，以下について
検討する．
⑴ 点滴スタンドの移動速度による騒音の違い．
⑵ 床面の状態による騒音の違い．
⑶ 点滴スタンドの経時的変化に伴う騒音の違い．
⑷ 雑音除去に最適な方法の検証．
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